


















The latest curriculum for Japanese elementary schools was released in April 2020, including expanded foreign 
language classes for the third and fourth grade students.  Elementary school teachers are expected to have a deeper and 
broader knowledge of English.  This study looks at the awareness of these requirements amongst university student 
studying to be elementary school teaches, and the strategies they have adopted to improve their English skills.  Given 
the extraordinary circumstances of 2020, the roles that self-study and distance learning had on learning strategies and 
motivation was closely examined.  It was found that those students who were strongly motivated were more likely to 
improve and adopt different and novel strategies, such as reading in English and learning vocabulary not assigned by 
the teacher.  Unmotivated students were less likely to study beyond the class material, more likely to state a dislike for 
English, and less likely to improve.
小学校教員志望学生における英語学習方略への改善意識
─遠隔授業による自学自習形態に関する考察─
English Language Learning Strategies of Elementary School Student Teachers:







































































































































講座 Aと講座 Bの相違点は次の通りであった。まず，指定テキストである。講座 Aは英文読解や語彙の





























選択肢 7 その他（英語は好きではなかったが，苦手克服のために学習をしたら好きになった 1）
表１　英語学習履歴，小学校での実践意欲に関するアンケート（一部）


































































４. ２. １ 　小学校教員志望学生の英語学習方略や心構
え，指導者意識の実態







































るものとした。結果は，意欲高 68％，意欲中 32％，意欲低 0％であった。前ページの図１に示す。













任感の程度を上記のように示した。結果は，責任高 5％，責任中 65％，責任低 30％であった。上の図２に示す。
















４つの群すべての質問項目 56を対応ありの t検定にて平均値の比較を行ったところ，１群では質問 10
















有意に低下した。質問 13：t（75）＝ 2.03，p＜ .05，d＝ .23，95％ CI［.01，.55］，質問 15：t（75）＝ 2.19，
p＜ .05，d＝ .25，95％ CI［.02，.48］。いずれも効果量は小さかった。
４群では，質問2（知らない単語は意味を推測する）において，t（75）＝ -2.19，p＜ .05，d＝ -.25，95％CI［-.40，-.02］
で有意差があり，知らない単語は意味を推測するという読解方略は有意に上昇したことが分かった。また，


















る姿勢（F（1，74）＝ 4.71，p＜ .05，偏イータ 2乗＝ .060），2群：
英語学習への取り組み方（F（1，74）＝
5.18，p＜ .05，偏イータ 2乗＝ .065），4
群：読解力養成方略（F（1，74）＝ 6.58，








































＜ .01，偏イータ 2乗＝ .233），4
群：読解力養成方略（F（1，69）





























































































































取り組んだと回答している学生の割合は，講座 Aで 36.3％，講座 Bでも 40.0％となっている。学習方略は
なかなか変容しにくいものである（緑野・市川，1996）とはいえ，指導者としては，この部分の変容を期待
したいところであった。これは筆者による授業内容や指導内容が一番の原因であり，今後の遠隔授業におけ
る自学自習形態という条件下であってもできる限りの工夫を重ねていくことが求められると言える。
また，英語力向上に対する意識が高い学生は，英文読解方略において改善への変容が見られた。英文読解
方略は，英語資格試験における得点力にもつながることが考えられ，当該学生の必要感に沿った変容である
と言える。資格試験で結果を出すという明確な目標に向かう中で，徐々に学習方略を変容させたり，学生自
身が学習方略をよりよいものへと変更していったりすることが起こりやすいといえるかもしれない。
小学校教員としての授業に携わる責任感や英語力向上への意欲と，当該学生の英語学習に向き合う姿勢や
英語学習方略の変化の有無との関係においては，本研究対象学生ではその関連性は確認できなかった。模擬
授業等の実践的な学習である教科教育法を履修した後の学生を対象に追研究を行い，明らかにしていきたい
側面である。それと同時に，英語指導を専門としていなくとも，小学校で英語教育に携わることを仕事と割
り切って最低限必要な知識と技能を身に付けるという考えもあるだろうが，児童に外国語やその背景にある
文化や歴史などに関心もち，積極的に英語を使ってコミュニケーションができる能力を育成するためには，
それに直接，しかも英語学習の初期段階に携わる小学校教師には，自らの学習方略を見直し，改善していく
姿勢を備えて続けてほしいと願う。
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７．本研究の限界点
本研究は，これまでも述べてきたように，遠隔授業による自学自習形態という，これまでに指導者も学生
も経験がなかった特殊な条件下での調査であった。これにより，遠隔授業による自学自習形態がもたらす学
習方略への影響が明らかになった点もあるが，学生の授業への取り組み状況については，直接そして厳密に
確認することができないものであった。授業初期と終末期の比較によって学習方略の有意な変容が確認され
たが，授業そのものの効果であるとは言い切れないであろう。
さらに，本研究に欠けている要素として，学生の英語力を測るための厳密なテストができなかったために
変数に組み入れていないこと，英語学習方略に関するアンケート尺度の信頼性や妥当性の検定を経ていない
ことなどが挙げられる。これらの反省から，今後は遠隔課題であっても学生の英語力を測定できるテストを
実施したり，英語学習方略については予備調査を実施して信頼性や妥当性を検証したりするような改善策を
講じてきたい。分析要因を増やすとともに調査の条件を丁寧に統制して，コロナウィルス感染が収まった後
においても予想される対面授業だけではない多様な学習形態にも対応し，学生の自学自習や自己調整学習を
支えるべく学習方略そのものへの意識，また学習方略改善への意識を高める視点での授業実践とその検証を
継続していきたい。
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